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　第31・32回生物試料分析科学会合同年次学術
集会は「臨床検査のピボット ～変革を遂げる
医療技術を探る～」をテーマに、会場からのラ
イブ配信とオンデマンド配信によるハイブリッ
ド方式にて開催された。様々な内容に富んだ講
演やパネルディスカッション、ランチョン企画
と学生企画、および一般演題に加えて、生物試
料分析に関わる新技術や新型コロナウイルス感
染症（COVID-19）についての最新情報などを
提供していただく目的で企業セミナーが企画さ
れ、15の演題応募があった。本特集ではこの中
から3報を取り上げる。
　まず初めに、富士フイルム和光純薬株式会社
からは「『リムセイブ MT-7500』を用いた（1→3）
-β-D-グルカン測定試薬『β-グルカン シング

ルM30テストワコー』の基礎的検討」と題し、
測定に90分を要するカブトガニ血球抽出物であ
るLAL（Limulus amebocyte lysate）試薬を用い
た比濁時間分析法を測定原理とする従来製品に
対し、カブトガニ血球抽出物と発色合成基質か
ら調整したLAL試薬を用いた発色合成基質法試
薬により測定時間を20分と大幅に短縮した新規
試薬の基本性能、および（1→3）-β-D-グルカ
ンとエンドトキシンの同時測定が可能な分析装
置について情報提供していただく。
　次いで、株式会社エイアンドティーからは「全
自動血糖分析装置 GAシリーズ ―2つのα― の
ご紹介」と題し、採血管を回転させてバーコー
ドを読み取る機能を搭載することで検体仮設時
の作業負担を軽減し、グリコヘモグロビン分析
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計（HPLC）とラック搬送接続することで、グ
ルコースとHbA1cの連続測定が可能であり、さ
らにメンテナンスのアシスタント機能を強化し
た全自動血糖分析装置についてご紹介いただ
く。
　最後に、ロシュ・ダイアグノスティックス株
式会社より「COVID-19 検査診断予防治療」と
題して、2020年１月以降、全世界で猛威を振る
っている新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）
によって引き起こされるCOVID-19について、
ウイルス学的な基礎知識から始まり、変異株と
免疫機能、感染増殖と感染経路、続きて感染後
の発病、および検査・診断と予防、さらには治
療に至るまでを解説していただく。
　本学会は、様々な専門分野の幅広い職種の会
員から成り立っているが、その活動の中では企
業から提供される情報や製品が無くてはならな
いことは自明の理である。今後も、企業からも
たらされる新しい知見や新技術などが新たな発
見や技術革新につながり、本会員の皆さまの大

いなる力となり共に発展していくことを願う次
第である。
　今回の学術集会における企業セミナー 15演
題のうち5つが新型コロナウイルス感染症に関
するものであり、本特集ではその中から1題を
取り上げた。言うまでもなく、COVID-19は人
類にとって大きな問題であると同時に、研究者
や医療従事者にとっては大いなる関心事でもあ
る。今回の特集による情報提供が、今後の活動
の一助となれば幸いである。本稿を書いている
2022年12月現在、本邦では第8波が到来し、ま
た感染症法上の位置づけを2類相当から5類相当
への見直すことなども検討されてはいるが、こ
のウイルスとの闘いが終わることは暫く期待で
きそうにない。一個人としては全く無力ではあ
るが、いつの日かマスク無しで過ごせる日常が
戻ることを願いつつ、序文とさせていただきま
す。
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